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要旨　L’articolo tratta della scultura marmorea Fontana di Giunone eseguita dallo scultore Bartolomeo Am-
mannati dal 1555 al 1561 e destinata alla parete meridionale del Salone dei Cinquecento in Palazzo Vecchio a 
Firenze. Considerando la simbologia della duchessa Eleonora di Toledo usata durante il regno di Cosimo I de’ 
Medici e la situazione contemporanea, si esamina l’iconologia del complesso scultoreo. L’opera, concepita 
dopo la conclusione della guerra di Siena, in un momento in cui si cercava di unificare pacificamente lo stato 
vecchio e quello nuovo e di rinvigorire quei territori devastati dal conflitto, allude al potere della duchessa Ele-
onora, in guisa delle dee Cerere e Giunone, di poter rendere feconda la Toscana con le proprie attività eco-
nomiche. La scultura simboleggia anche il ruolo della Duchessa nella distensione dei contrasti fra i senesi ed i 
fiorentini, condizione necessaria all’unificazione dei due stati. Il monumento, inoltre, rappresenta l’auspicio che 
le pratiche agricole e la pesca nello stato di Siena, stimolate dalle attività economiche della Duchessa, creino 
profitti anche a Firenze.
はじめに
　16世紀半ばコジモ 1世（1519-1574、公爵位1537-1569、大公位1569-1574）治世下のフィ
レンツェ公国首都中心部では、公
パラ
爵
ッツォ
宮
ドゥカーレ
殿（現ヴェッキオ宮殿）の改装がジョヴァンニ・バッ
ティスタ・デル・タッソの指揮下に行なわれた第 1期（1540-1555）に引き続き、ジョルジョ・
ヴァザーリの指揮下で第 2期が進行していた（1555-1565）。同じ時期、アルノ河左岸では
ピッティ宮殿の改装とボボリ庭園の造営が行なわれ、さらに両岸を繋ぐ用水路の建設も開
始していた。この用水路の建設計画はフィレンツェ近郊の源泉から採られた水をボボリ庭
園においては噴水及び養魚池に用い、さらに用水路を通して市街地に送水して民衆には生
活用水を提供し、ヴェッキオ宮殿では水道及び浴槽に用いるという実用的な目的のみなら
ず、象徴的な意味を担うものとして宮殿内の各処に噴水を設置するという壮大な計画で
あったi）。これら同時期に行なわれた複数の事業はしばしば個別に論じられてきたが、相
互に関連性をもつ一連の計画として考えてこそ象徴的な意味を真に考察することができ
る。本稿はこの前提に立った上で、公妃エレオノーラ・ディ・トレド（1522-1562、在位
1539-1562）自身が主体的に携わったピッティ宮殿の購入及びボボリ庭園造営の経緯を検
討し、用水路の最終的な到達地点としてヴェッキオ宮殿の五百人広間に計画された噴水彫
刻バルトロメオ・アンマンナーティ作《ユノーの噴水》（図 1、 2）に附された象徴的意
味を検討する。
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図 2　バルトロメオ・アンマンナーティ《ユノーの噴水》（2011年の修復による再構成、尚、女
神ユノー、孔雀、円環は石膏による複製）1555-61年、フィレンツェ、バルジェッロ美術館
図 1　バルトロメオ・アンマンナーティ《ユノーの噴水（女神ユノー、孔雀）》
1555-61年、フィレンツェ、バルジェッロ美術館
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1 ．公妃エレオノーラによるピッティ宮殿購入とボボリ庭園の造営
　コジモ 1世の妃エレオノーラ・ディ・トレドが経済活動および芸術委嘱において果した
重要な役割が近年の研究で徐々に明らかになりつつあるii）。なかでも恐らく最もよく知ら
れているのはピッティ宮殿の購入であろう。ナポリ副王ドン・ペドロ・アルヴァレス・デ・
トレドの娘であったエレオノーラは、10歳からコジモと結婚するまでの 7年間ナポリで慣
れ親しんだ自然を享受するため、また夏のヴェッキオ宮殿の「息詰まるような」暑さやマ
ラリアの原因と考えられた都市部の悪
マラ ー
い空
リ ア
気を避けるために、都市部に程近く緑豊かな
ピッティ宮殿を1550年に総額9,000スクーディで購入したiii）。その後、直ちに既存の建物
の居住環境を整備するための改修工事が開始された。1554年からは宮殿と急勾配の地形を
もつ庭園との落差を緩和するため両者を繋ぐ一種の巨大な橋が造営され、さらに1558年か
ら1559年には「旧ルーカ・ピッティ邸」と15世紀の建物が接合されたiv）。1560年以降はア
ンマンナーティの指揮の元、ようやく装飾を主眼とする改装が開始され、中庭やファサー
ド等が造営されることになる。
　ボボリ庭園もまたピッティ宮殿の購入と同時期に公妃エレオノーラにより獲得された。
この時まで小麦やワインを生産する農園だったため、購入時には何よりもまず耕地として、
そして二次的に整形庭園として見做されており、実際公妃はこの土地を耕せば年間500ス
クーディの収益が得られると目算していた様だv）。造園にはカステッロの庭園を造営した
成員にバッチョ・バンディネッリが加わりトリーボロの指揮下に始められ、トリーボロの
急逝後も基本的に彼の立てた計画に従って進められたvi）。ジュスト・ウテンスによるピッ
ティ宮殿とボボリ庭園を表した半
ル ネ ッ タ
月型画にも明白に認めることができるように（図 3）、
トリーボロの造園計画で最も特徴的な点は、宮殿に対して垂直に伸びる道によって庭園に
中心軸を設けたことである。この中心軸の上端には貯水槽が設けられ（後にストルド・ロ
レンツィ作《ネプトゥヌスの噴水》が設置される）、さらに中心軸の前方に広がる宮殿の
建材採掘跡で当時「草
プラート
地」と呼ばれたすり鉢状の地形の中央部には、まさに公妃自身が大
図 3　ジュスト・ウテンス《ピッティ宮殿、ボボリ庭園、ベルヴェデーレ要塞》
1599年、フィレンツェ歴史地形学博物館、フィレンツェ
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噴水を所望したvii）。
　ピッティ宮殿の左手、庭園の最奥に位置する養魚池（後のグロッタ・グランデ）は、土
地購入以前から存在したと考えられているviii）。養魚池の右手に続く細道の奥には、メディ
チ家による委嘱としては最初の人
グ ロ
工洞
ッ タ
窟である「マダマの小洞窟La Grotticina di Mad-
ama」（1553-1555）が公妃の委嘱により造営された（図 4）ix）。小洞窟のファサードは多孔
質石灰石（スプーニャ）で飾られ、破風下部にはジョヴァンニ・ディ・パオロ・ファンチェッ
リによるメディチ家とトレド家の合同紋章が掲げられている。グロッタ内部の奥の壁面に
はトリーボロの構想に基づき、彼の婿であったダヴィデ・フォルティーニにより制作され
た岩窟のように窪んだ大きなニッチには、次のような大理石彫刻が配されている。中央上
部にはファンチェッリの手になる捩れた角をもつ雄山羊の大きな頭部が掲げられ、中段左
右では幹に登り向かい合わせる 2頭の若い山羊がこの頭部を見上げている。下段中央には
バンディネッリの手になる乳房の膨れ上がった 1頭の雌山羊が首を観者の方に向けながら
堂々と立っている。その左右では小さな 2人のプットーがイルカを腕に抱えており、イル
カの口から噴出する水が注ぎ込まれるように、ニッチの下には楕円形の水盤が設計されて
いた。ペトルッチおよびエデルシュタインが示唆したように、上段の雄山羊はコジモが自
らのインプレーサに用いた山羊座を連想させるx）。そして下段の雌山羊は膨れ上がった乳
図 4　ダヴィデ・フォルティーニ、バッチョ・バンディネッリ
《マダマの小洞窟（内部装飾）》　1553-1555年、ボボリ庭園、フィレンツェ
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房から豊饒・多産を象徴しており、生涯に11人の子供を授かった公妃エレオノーラ自身を
思わせ、その象徴性は後継者を彷彿とさせる若い 2頭の山羊と 2人のプットーにより更に
強調されている。この彫刻群は他に前例の無い斬新な造形を示しているものの、この噴水
彫刻の基本的な構想に着目するなら、中心軸の上下に配された主要モティーフ、アーチを
形作る左右対称に配された彫像、そして下段左右の口から水が下部の水盤に向けて噴き出
す装置、そして中央の乳房を強調したモティーフは、第 3章で論じる《ユノーの噴水》の
構想と共通しており、両者が密接な関係にあることが明らかになる。更に言えばこの小洞
窟のニッチを飾る噴水は、五百人広間の噴水の原型と考えることも可能ではないだろうか。
2 ．用水路の建設
　フィレンツェ公爵夫妻は如何にして庭園における貯水槽の重要性を知り、君主が市街地
に新鮮な水を提供する意義を認識するに至ったのだろうか。先行研究では、ナポリ国王ア
ルフォンソ 2世（1448-1495、在位1494-1495）がナポリ郊外のポッジョレアーレに造営した
庭園とナポリ市街地を結ぶ用水路が手本として参照された可能性が指摘されているxi）。ナポ
リに 7年間居住したエレオノーラがポッジョレアーレの庭園と用水路に精通していただけ
でなく、コジモ 1世も1535年にナポリで開催された皇帝カール 5世の凱旋入城式に参列す
るため初代フィレンツェ公アレッサンドロの従者としてポッジョレアーレを訪問したことが
あったためである。源泉からポッジョレアーレの庭園に引かれた水は噴水にも養魚池にも
活用され、さらに用水路を通じて送水され市街地の噴水に用いられることにより、民衆に
対して理想的な君主の慈悲が象徴的に表わされたのである。エデルシュタインによれば、
図 5　ニッコロ・トリーボロ《ヘラクレスとアンタイオスの噴水》
1537年以降、カステッロのメディチ家別荘
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コジモ 1世が即位後最初に委嘱した芸術事業であるカステッロの別荘の庭園造営（図 5）
にはポッジョレアーレの庭園が手本とされ、噴水や養魚池だけでなくカステッロとフィレ
ンツェの市街地を繋げる用水路も構想されたが、結局実現には至らなかったxii）。しかしな
がら、この構想案はボボリ庭園の造営とヴェッキオ宮殿の改装が実施されている最中の
1555年、アルノ河の左岸と右岸を繋げ市街地に水を供給する用水路において結実し、実現
されることとなる。
　1554年11月26日から翌年 1月 9日にかけて、用水路建設に必要なテラコッタやその他の
資材が調達され、ヴェッキオ橋には用水路用の溝が掘られた。続く1555年 4月から翌年 3
月にかけては用水路の浄水槽に必要な石、砂利、ブロンズなどの原材料が供給されたこと
が記録されているxiii）。用水路の実現に伴い、ヴェッキオ宮殿には 4つの噴水が計画された。
即ち①中庭にヴェッロッキオ作ブロンズ像《イルカを抱くプットー》を設置するための噴
水盤、②後に浴室となる 2階の部屋の噴水、③五百人広間の噴水、④ 3階の「ユノーのテ
ラス」の噴水である。第 3章ではこれらの噴水のうち③の噴水彫刻《ユノーの噴水》につ
いて論じる。
3 ．アンマンナーティ作《ユノーの噴水》の図像解釈
　現在フィレンツェ、バルジェッロ美術館に展示されているアンマンナーティ作《ユノー
の噴水》は、ヴェッキオ宮殿の五百人広間の南壁に設置される目的で1555年から制作され
た大理石彫刻である（図 1、 2）。噴水計画は当初、広間北側のメディチ家出身の著名な
男性達を称揚する彫像群が設置された謁見台を手本とし、それと対峙する形で構想され、
図 6　マルチェッラ・ジュンティーニ、リッカルダ・マラスピーナ
バルトロメオ・アンマンナーティ《ユノーの噴水》復元案
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石柱や大理石彫刻、ブロンズ像で構成される大掛かりなモニュメントになる筈であった。
しかし、1561年に完成した大理石彫刻が当初想定された場所に設置されることはなく、
1579年以降はコジモ 1世の後継者であるフランチェスコ 1世によりプラトリーノの別荘の
庭園に配され、元の文脈を失ってしまった。その 4年後に再びフィレンツェに戻されると
ピッティ宮殿の中庭に設置され、さらに後には解体されてボボリ庭園内に分散して配置さ
れた。時の経過と共にこの噴水彫刻の存在は忘却され、20世紀初めにはもはや散逸したと
考えられていたが、1938年にジョヴァンニ・ポッジが貴石加工修復研究所の倉庫で噴水の
一部と考えられるユノー像その他を発見したことにより、その所在が明らかになった。
噴水彫刻の完成から16年後、恐らくプラトリーノに噴水を移動する際に、フランチェスコ
1世から噴水の意味を問われたタナイ・デ・メディチは、1579年 5月 1日付の書簡で次の
ように説明している。
「この彫刻群は如何にして水は生成されるのかを表しています。即ち大地は空気を吸
い、水を放出することで泉や河川は生まれるのです。それゆえ〔作者は〕フィレンツェ
の町は詩学を愛好するため《パルナッソスの泉》を、またフィレンツェの町に豊かさ
をもたらす《アルノ河》を作りました」xiv）
　ハイカンプは1978年に噴水の当初の姿を紙面上で復元し総合的な解釈を行い（図 6）xv）、
この噴水彫刻がヴェッキオ宮殿 3階の「四元素の区画」の装飾計画と近似していることを
指摘した上で、噴水の構想を担った人物はこの装飾計画の責任者であるコジモ・バルトリ
図 7　 バルトロメオ・アンマンナーティ
《ユノー噴水（女神ユノー）》
フィレンツェ、バルジェッロ美術館
図 8　 バルトロメオ・アンマンナーティ
《ユノーの噴水（女神ケレス）》
フィレンツェ、バルジェッロ美術館
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であろうと推論した。
　アーチの上部で雲の上に座す女性像は左右に 2羽の孔雀を従えており、右手にはタンバ
リンを持ち（図 7）、挙げた左手に持つ物は欠損しているため不詳であるが恐らく王笏か
稲妻であったと推測されている。ハイカンプ及びアッレーグリとチェッキの解釈によると、
この女性像は結婚と出産の女神ユノーであり、四大元素の空気の擬人像である。また女神
ユノーの下、円環の中央に立ち乳房に両手をかざしながら右方を見つめる裸婦は農耕の女
神ケレスであり、大地の擬人像である（図 8）。これら 2体の像を中心軸として、円環下部
の左右には川の擬人像が配されている。左の擬人像は中年の男性裸体像で、右手で背中に
ある大きな豊饒の角を支え持ち、左手で沢山の実をつけた花綱と壺を持っている。フィレ
ンツェのライオン、マルゾッコの背に座していることからアルノ河の擬人像である（図 9）。
右の擬人像は若い女性の裸体像で、右手に月桂冠をもち左手で花綱を触り飛翔する様なペ
ガサスの上に横臥しており、脚の間に壺を挟んでいる（図10）。アッレーグリとチェッキ
によると、ペガサスの一蹴により流れ出した文芸の神ムーサに捧げられた泉ヒッポクレネ
の擬人像であり、16世紀にはパルナッソス山の泉はシエナを流れるアルビア川を象徴して
いたxvi）。カンベルおよびエデルシュタインは、この噴水彫刻は広間北側の謁見台に並ぶ
メディチ家出身の男性達の彫像群と対比させる形で公妃エレオノーラを讃えることを意図
して構想されたと考えたが、ズィコスは公妃一人とメディチ家出身の男性達では不釣り合
いであるとしてこの考えを否定し、さらに噴水彫刻を公妃と関連付けて解釈することは不
可能であるとした上で、自身は基本的にタナイの説明に基づいた解釈を支持したxvii）。し
かし制作開始から24年を経た1579年にタナイにより表明された説明に基づく解釈だけで、
果たして当初の図像プログラムが有した象徴的意味を正確に理解することはできるだろう
か。
　コジモ治世下のフィレンツェでは、女神ユノーとケレスは特別な意味を有していたこと
を思い出す必要があるだろう。エデルシュタインは女神ユノー、ケレス、キュベレを組み
合わせた独特の女神像が公妃を想起させる図像として創出されたという考えを示し
たxviii）。実際、女神ユノーは結婚当初から公妃エレオノーラのイメージと密接に結びつけ
られていた。ヴェッキオ宮殿 3階の「謁見の間」にサルヴィアーティが描いたフレスコ画
《カミッルスの凱旋》（1544）には、金色に輝く 2羽の孔雀が乗った神輿に座す女神ユノー
が描かれており、明らかに公妃を暗示している（図11）。1550年代までに女神ユノーは公
妃に充てられた主要な図像となり、その表象が完全な形象に到達した事例としてパオロ・
ジョーヴィオにより考案された公妃のインプレーサを挙げることができる（図12）。ジョー
ヴィオの指示のもとドメニコ・ポッジーニにより鋳造されたコインの表面には公妃の横顔
と公妃の名が、裏面には広げた翼の下に 6羽の雛を囲う雌孔雀と銘「慎み深くも幸福なる
多産CVM PVDORE LAETA FOECVNDITAS」が刻まれている。このコインの意匠に関して、
ジョーヴィオはコジモに宛てた1555年 8月 9日付の書簡に「孔雀は天空の女王ユノーに捧
げられた、非常に謙虚で美しく多産な鳥であります」と記しているxix）。
　孔雀はこのように女神ユノーの持物であり公妃と結びつけられていた。しかしながら、
ヴァザーリは『ラジョナメンティ』（1588）において、《ユノーの噴水》と同年（1555）に
装飾が開始された「四元素の区画」を説明する箇所で、女神ユノーと公妃を明白に結びつ
けながらも、孔雀に関してジョーヴィオの説明とは甚だかけ離れた叙述を行なっている事
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図 9　バルトロメオ・アンマンナーティ《ユノーの噴水（アルノ河）》
フィレンツェ、バルジェッロ美術館
図10　バルトロメオ・アンマンナーティ《ユノーの噴水（アルビア川）》
フィレンツェ、バルジェッロ美術館
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図11　フランチェスコ・サルヴィアーティ《カミッルスの凱旋（部分）》
1543-45年、謁見の間、ヴェッキオ宮殿3階
図12　ドメニコ・ポッジーニ《公妃エレオノーラ・ディ・トレドのコイン》
フィレンツェ、バルジェッロ美術館
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実を指摘したいxx）。「四元素の区画」の一部を成す「ユノーのテラス」を大公フランチェ
スコ 1世に解説する箇所で、ヴァザーリはユノーの連れている孔雀について次のように述
べている（図13）。
「陛下、孔雀を描きましたのは、女神ユノーは豊富の女神でありますので、孔雀の持
ち合わせている裕福な人々の性質を示すためであります。孔雀というのは、謙虚、賢
明、控え目、謙遜、有徳な者の真逆であります。孔雀とは生来鳴いてばかりいるので
すが、それは自慢屋が自分の富を誇示するために叫ぶが如くです。更に孔雀はいつも
高い所にいます。なぜなら大きな建物の高い場所には、あらゆる名誉を求め優位に立
とうとする者たちがいるからです。様々な色に彩られた羽根は非常に裕福な人々の心
の中に生ずる数々の欲求を表しています。彼らは、媚びに耳を常に傾けながら、虚栄
心をもって賞賛を求め続けるのです。ユノーの車の重みを引っ張る運命にあるこの生
き物〔孔雀〕がもつ醜い足は、これらの富める者たちの悪しき行ないを表しています。
美しい羽根を広げて見せることは単なる虚栄です。見せびらかしている時に、隠して
おくべき部分が露出していることに気が付かないのです、それは我々皆が品行を持っ
て常に覆っておく部分であるにもかかわらず。孔雀は、輝かしい羽の下にある惨めさ
を曝け出しているのです。」xxi）
　この様に孔雀の意味をここで貶めているにも拘わらず、続く「メディチ家に当て嵌めて
al senso nostro」説明する箇所では、ユピテルを「貴方様の父上」即ち公爵コジモ 1世に、
ユノーを「母上」すなわち公妃エレオノーラに関連づけながら次のように述べている。
「陛下のご存じの如く、オプスとサトゥルヌスからユピエルとユノーは誕生しました。
ユノーはユピテルの妹であり妻であります。貴方様の父上である公爵様と、母上であ
る公妃様に同様の精神を当て嵌めてみるならば、公妃様は当然ながら空気、富、王国、
結婚の女神であるユノーのように、地上の死すべき人間の中にこの様な女性は今まで
居なかったのですが、常に自らの気高さ、美しさ、優雅さを示しながら、召使いや臣
下たちの前から、苦悩の雲や、痛ましいため息の風を消し去らせ、悲嘆にくれた惨め
な人々にふる涙の雨を止ませました。」xxii）
図13　クリストーフォロ・ゲラルディ《孔雀の引く車に乗ったユノー》
1556-57年、ユノーのテラス、四元素の区画、ヴェッキオ宮殿 3階
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　ヴァザーリは女神ユノーを公妃と同一視しながらも、ユノーの持物である孔雀の意味を
「傲慢」と入れ替えているのである。孔雀の意味を歪曲した要因には『ラジョナメンティ』
の出版をめぐる事情が背景にあったように思われる。この書物は1557年に執筆され、その
後1563年に五百人広間の装飾に関する箇所が加筆されて、1567年には出版準備が完了して
いた。しかし、ヴァザーリの死（1574）に伴い出版計画が中断され、1588年になってよう
やくヴァザーリの甥である騎士ジョルジョが、フランチェスコ 1世の後を継いだ第 3代ト
スカーナ大公フェルディナンド 1世（1549-1609、在位1587-1609）に献呈する形で出版に
至っている。最初の執筆から出版までの約30年間に生じた時局の変化に伴い、とりわけ当
時の君主フェルディナンドにとって不適切だと思われた箇所が修正された可能性は十分に
考えられる。その為「四元素の区画」の装飾を検討するには『ラジョナメンティ』におけ
る叙述に距離を置き、1555年から1557年に装飾された当時の状況に即して再考する必要が
あるだろう。
　バルトリが構想した装飾計画によれば 3階の「四元素の区画」と 2階の「教皇レオ10世
の区画」は対応関係にあった。例えば 3階の「ケレスの間」に対応する 2階の「コジモ・
イル・ヴェッキオの間」を解説する箇所で、ヴァザーリはコジモ・イル・ヴェッキオを「新
しきケレス」であると述べている。しかしながら、双方の部屋の装飾に図像的な関連性は
見当たらないxxiii）。農耕の女神ケレスに捧げられた「ケレスの間」には、冥界の神プルー
トにより拉致された娘プロセルピナを探すため、右手に松明を掲げ、左手で龍の手綱を引
き車を走らせる女神ケレスの姿が天井の中央パネルに描かれている（図14）。さらに天井
パネルの 1つにはプルートの庭にあった柘榴を口にしたために梟に姿を変えられてしまっ
た女神ケレスの姿（図15）が描かれているほか、フリーズには様々な果物や野菜を含む花
綱や出産する雌山羊の姿などが描かれ、農耕に関連する図像に満ちている。ヴァザーリは
これらの装飾を解説する際に、公爵コジモが行った事業としてピサ周辺の湿地帯の開墾事
業や住民誘致、エルバ島での開拓事業などと関連付けているがxxiv）、先行研究で明らかに
されたように実際にピサ周辺やエルバ島の土地を購入し同地での農業経営に責任をもって
図14　ジョルジョ・ヴァザーリ、クリストーフォロ・ゲラルディ
《プロセルピナを探す女神ケレス》1555-56年、ケレスの間、ヴェッキオ宮殿 3階
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いたのは公妃であったことから、本来「ケレスの間」は公妃に捧げられたものであり、女
神ケレスは公妃の表象とみなすべきであろうxxv）。
　 2階の「ロレンツォ・イル・マニーフィコの間」と対応関係にある 3階の「オプスの間」
は豊饒・農耕の女神オプスに捧げられた部屋である。天井中央パネルに 2頭のライオンが
引く凱旋車に乗るオプスの姿が描かれ（図16）、周辺パネルには抱き合うプットーと四季
を表す擬人像、フリーズには 1月から12月まで各月の農作業が表わされている。ヴァザー
リは、オプスは大公フランチェスコ 1世の母、即ちエレオノーラを表し「民衆の救済者」
であり、公爵コジモと公妃エレオノーラが一体となってトスカーナを治めたと明言してい
ることから、オプスもまた公妃を表していることを確認出来るxxvi）。
　さらに、公爵夫妻が1560年10月28日にシエナへ凱旋入城する際にシエナ市内に設えられ
た仮
アッパ
設装
ラー ト
飾を検討するならば、公妃の表象はより一層明らかになる。この入市式の様子を
記録したチルニ・コルソの報告書には、公妃がいかに表象されたのか記されているxxvii）。
「トロメオ広場に到着すると、そこには狼を頭頂部に乗せた柱を支える格好で 2体の
彫像があった。一方の彫像は〔門の守護神〕ヤヌスであった。〔...〕他方の像は、頭
に塔を象った冠を戴き結実した松の枝を手にする神々の母、女神キュベレであった。
銘文には『神々の幸福なる子孫たち』と刻まれており、栄光に満ち満ちたご子息たち
ゆえに公妃を暗示していた。〔...〕コスタレッラに到着すると、台座にはブロンズを
模した大きな浮き彫りで王笏と天界の弓を手に持つ女神ユノーと、女神を引く 2羽の
孔雀がその足元に表わされ、銘文には『あなたはどこも公平に支配する』と刻まれて
いた。これは大いなる権限と地上における神ゆえに公妃を暗示するものであった」xxviii）
　この記述から公爵夫妻は神々に例えられ、公妃エレオノーラは多産ゆえに大地母神キュ
ベレに、支配権ゆえに女神ユノーに準えられ讃えられたことが判る。
　以上考察してきたように、コジモ 1世の治世中に公妃のコインやヴェッキオ宮殿内の装
飾、シエナ凱旋入城の仮設装飾に用いられたユノー、ケレス、オプス、キュベレといった
女神は公妃に準えて表現されたものであった。この考察からアンマンナーティの噴水彫刻
に表わされた女神ユノーとケレスが共に公妃を暗示するものであることは明白である。
　噴水彫刻において女神ユノーが乗るアーチに関して、カンベルは水の循環を表すだけで
なく女神ユノーの持物である虹の可能性もあり、その場合、虹は戦争後もしくは社会混乱
図15　ジョルジョ・ヴァザーリ、クリストーフォロ・ゲラルディ
《梟の姿をした女神ケレス》1555-56年、ケレスの間、四元素の区画、ヴェッキオ宮殿 3階
111
ヴェッキオ宮殿、五百人広間の噴水彫刻アンマンナーティ作《ユノーの噴水》の図像解釈（太田）
後の世に平和をもたらす善き統治者の意味をこの像に付与することになると推論し、左右
の川の擬人像がフィレンツェとシエナを表す事から、シエナ併合後のフィレンツェ公国の
平和を意味するのであろうと論じたxxix）。虹を伴うユノーは、ヴェッキオ宮殿 3階に位置
する「公妃の間」 4室の内の 1室「サビニの間」の天井装飾にも見出すことができ
るxxx）。この部屋の天井にはフィレンツェとシエナ両国の平和的統合に向けて公爵コジモ
を導いたエレオノーラの功績が表わされ、これを取り囲む小パネルに戦争終結と平和を示
す《休息する軍神マルス》や《武具を置く女神ディアナ》と並んで、虹に右手を掛ける女
神ユノーの姿が孔雀を伴って描かれており、平和を表すとするカンベルの推論に妥当性を
与えている（図17）。
　1554年、噴水彫刻の制作が開始される前年にシエナ戦争は終結したものの、公国内で 6
千人以上の死者が出て、フィレンツェの町は飢饉に陥っていた。開戦当初、コジモはフラ
ンス軍からシエナを救う救済者であるという理想を掲げていたが、フランス軍がフィレン
ツェ人亡命者ピエロ・ストロッツィを指揮官としたことから戦争の性格が変わり、コジモ
対フィレンツェ人亡命者の戦いへと変貌した。それゆえフィレンツェ軍は亡命者たちを擁
図16　ジョルジョ・ヴァザーリ、クリストーフォロ・ゲラルディ
《女神オプス》1555-57年、オプスの間、四元素の区画、ヴェッキオ宮殿 3階
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護するシエナの民衆をも殺戮対象とし、仕舞いには単にシエナの地を守ろうとした農民達
も殺害するという非常に血なまぐさい戦争と化した。ストロッツィは小麦の自由販売を禁
じ、農民に対しては市内への移住を許可する代わりに食料を供給するよう命じたが、実際
には多くの農民がこの命令を拒んだ。シエナ戦争を研究するカンタガッリは、農民がスト
ロッツィの命令に従わず市内で食糧不足が深刻化し長期戦に堪えられなくなったことがシ
エナの敗因だろうと分析している。この凄惨を極めた戦争によりシエナ人はフィレンツェ
人およびコジモ公に強い反感を抱いたと言われ、実際、この反感が若干鎮まるまでシエナ
凱旋入城式の開催を遅延することを余儀なくされたのであるxxxi）。
　戦争経費は開戦前の取決めで皇帝から返済されることになっていたが、皇帝フェリペ 2
世はメディチ家が負担した200万スクーディにも上る莫大な費用の返済は不可能であると
し、シエナ領土を授封することでその代わりとした。膨大な借金を返済すべく、公妃エレ
オノーラは経済活動を従来よりも拡大し、1558年には農業および漁業から収益を得ること
を目的として、フィレンツェ周辺部だけでなくトスカーナ中南部の諸地域において（チェー
チナ、マッサ・マリッティマ、ジリオ島を含むカスティリオーネ・デッラ・ペスカイアな
ど）大規模な不動産購入を行なったxxxii）。その際、戦争により荒廃した新公国シエナLo 
Stato Nuovoを復興させ円滑に利潤を得るべく活用するには、シエナ人がフィレンツェに対
して抱いた反感を払拭する必要が生じたはずである。こうして元来公妃に用いられてきた
豊饒・多産を表す女神のイメージ、そして虹の上に乗るユノーが持つ平和のシンボリズム
が持ち出されたのである。ここで《ユノーの噴水》の造形表現に立ちかえるならば、水の
循環と考えられた円環は、円環の中央に立つ農耕の女神ケレスから発せられる恩寵の効果
を表すものではないかと思われる。即ち、アルビア川＝シエナの擬人像は農耕の女神ケレ
スの眼差しにより恩寵を授けられて生産力を増し、円環の上部にいる豊饒の女神ユノーへ
と昇華される。雲に乗った豊饒の女神ユノーはシエナの肥沃な大地から得られる恵みを視
線の先に居るアルノ河＝フィレンツェの擬人像にもたらしているのである。
　これまでの考察から、生命感に満ち溢れる《ユノーの噴水》には重層的な意味が附され
ていると云えるだろう。シエナ戦争終結後フィレンツェとシエナを平和裏に統合し、荒廃
した国土を再建していこうとした時代精神のなかで公的空間に設置することを目的に構想
図17　ジョヴァンニ・ストラダーノ
《女神ユノー》1561-1562年、サビニの間、公妃の区画、ヴェッキオ宮殿 3階
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されたアンマンナーティの噴水彫刻は、既に公妃の表象として定着していた女神像ケレス
とユノーに扮する公妃エレオノーラの力がシエナにも行き渡り豊饒をもたらすことを暗示
していた。また、公妃がトスカーナ中南部で実践しようとしていた経済活動を前に、国土
の再建に必要な精神的基盤づくりとして、フィレンツェ、シエナ両国を平和の内に統合す
る公妃の役割を象徴的に表すことが意図されていた。さらに、公妃の経済活動が実践され
ることによりシエナから生み出される利益が巡ってフィレンツェ公国に豊饒がもたらされ
ることを祈願するモニュメントだったのである。
おわりに
　ヴェッキオ宮殿の改装と用水路建設を含む一連の都市改造計画の枢要部分を成すピッ
ティ宮殿の購入とボボリ庭園の造営を実現した公妃は、ボボリ庭園内の小洞窟で《ユノー
の噴水》のプロトタイプを実現した後、ヴェッキオ宮殿の五百人広間という公的空間に自
らの表象を実現することを計画したのである。結果的に設置されなかった背景には、噴水
彫刻が完成した翌年（1562年）にエレオノーラが亡くなり、その翌年からコジモ主導のも
とで開始されたコジモ称揚・神格化を目的とする五百人広間の改装に相応しくない図像で
あると見做されたことが主な理由であったと考えられる。以後、噴水が本来有していた意
味は、設置場所が変えられることにより構想当時の文脈を失い、さらには「水の生成」と
いう別の意味を付与されることにより急速に忘却されていったのである。
注
i） Allegri e Cecchi, pp. 221-227; Edelstein（1）, 2004, Ferretti, 2011.
ii） 公妃の経済活動については以下を参照。Spini, pp. 32-37; Parigino; Edelstein, 2003; 2004（2）; 2008. 芸
術保護に関しては以下を参照。Cox-Rearick, 1993; Eisenbichler; Edelstein, 2004（1）; 2004（2）; 太田。
iii） Ferretti, 2006, pp. 45-55; Parigino, pp. 99-101 （Tabella 25: Eleonora di Toledo, Acquisto di Palazzo Pitti）. エ
デルシュタイン（Edelstein, 2006）はピッティ宮殿とボボリ庭園の総体はアルベルティ『建築論』第 9
書で論じられる都市型の田園風邸宅を実現したものであると指摘し、まさに宮殿購入が決定した1549年
4月に、コジモは都市型の田園風邸宅の模範と目されたドームス・アウレアに関する著作を入手してい
た事を明らかにした。またエレオノーラが宮殿購入と庭園造営を行なった理由として、彼女が担った役
割―妻、母親、夫不在時・病臥中の臨時の公国の長―を務めるため、政治の中心地に容易にアクセスで
き、尚且つ野外活動ができる理想的な場所を求めた結果であったと考えた。
iv） Baldini Giusti, pp. 92-97; Rinaldi, pp. 19-30; Petrucci, pp. 186-195; Ferretti, 2006, pp. 45-66.
v） Edelstein, 2008, pp. 743-764; Ferretti, 2006, p. 46. この土地の拡張は公妃の死後もコジモに受け継がれ、
1571年に至るまで継続される。
vi） Vasari, VI, p. 184, 186-188; Campbell, 1989, p. 91; Edelstein, 2004（1）, p. 203, 217, n.95; Ferretti, 2006, p. 
48. トリーボロは花崗岩採掘のためエルバ島に行った際、マラリア熱にかかり死去（1550年 9月20日）。
ジャンボローニャはこの花崗岩を用いて1567年から「草地」に設置するための噴水彫刻を制作した。後
にボボリ庭園が拡張された際この彫刻は移設され「大海の噴水La Fontana dell’Oceano」に転用された。
vii） Bottari, I, p. 92; Ferretti, 2006, p. 46. バンディネッリが秘書のヤーコポ・グイディに宛てた1551年 2月
の書簡に示されている。「公妃様が私に命じられましたとおり、噴水を造営することを望まれ、私が何
らかの作品を創作しようと考えております「草地」の部分を観察して参りましたことを陛下にご報告く
ださいますように」
viii） Galletti, pp. 228-239. 養魚池自体は1583年にブォンタレンティの計画でグロッタ・グランデへと改修
された際に失われた。
ix） Baldini Giusti, pp. 92-97.
x） Petrucci, pp. 186-195; Edelstein, 2004, pp. 71-97.
xi） Allegri e Cecchi, pp. 221-222; Edelstein, 2004（1）, pp. 187-220.
xii） Edelstein, 2004（1）, pp. 187-220.
xiii） Baldinucci, II, p. 353; Allegri e Cecchi, pp. 222-223. バンディネッリの意匠を引き継いだアンマンナー
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ティがシニョリーア広場に設置する《ネプトゥヌスの噴水》を制作した際、劇的な演出に十分な水量を
確保するため1565年に新たな用水路が建設され、この用水路は1567年にコジモの肖像入りのコインに記
念された。
xiv） Gaye, CCCLXIII, pp. 423-424; Allegri e Cecchi, p. 226. ボルギーニ（Borghini, p. 592）も『イル・リポー
ゾ』においてこの解釈を基本的に踏襲した。
xv） Heikamp, 1978, pp. 115-173. ハイカンプの復元図その他の史料に基づいて2011年に一部石膏による複
製を用いて噴水彫刻の元の姿が復元された（図 2）。
xvi） Allegri e Cecchi, pp. 223-226. アルビア川はオンブローネ河に注ぐ支流でシエナを北から南へと流れ
る。
xvii） Campbell, 1983, pp. 819-830; Edelstein, 2004（3）; Zikos. カンベルはリチェルソン（Richerlson, p. 91, n. 
40）から示唆を得て、この噴水彫刻は公妃に言及するものであるとした。尚、「フィレンツェ」と「賢明」
を表す 2体の彫像は元来別の目的で制作され、後に《ユノーの噴水》の左右に追加されたものであるこ
とから本稿では扱わない。
xviii） Edelstein, 2004（3）, pp. 71-97. エデルシュタインは主に公妃の精力的な経済活動を根拠に噴水彫刻を
公妃の表象であると考えた。
xix） Cox-Rearick, pp. 42-45. ジョーヴィオ（Giovio, p. 63）は『インプレーサについての対話』において
も公妃のコインに言及している。「私は刺繍やその他の絵画に役立てられるよう、フィレンツェ公妃様
のため、裏面に広げた翼の左右に 3羽ずつ雛を囲う孔雀の姿を正面から表しました。そしてこの鳥の性
質を暗示する銘『慎み深くも幸福なる多産』を刻みました。それ〔その性質〕ゆえに、この鳥は異教徒
の見解に拠りますと天空の女神ユノーに捧げられています」
xx） Vasari, 1823; 1998, VIII.
xxi） Idem, 1998, p. 72.
xxii） Idem, p. 73.
xxiii） Idem, pp. 85-103.
xxiv） Idem, p. 57.
xxv） エデルシュタイン（Edelstein, 2004（3））も「ケレスの間」は元来公妃に捧げられることが意図され
ていた可能性を示唆した。
xxvi） Vasari, 1998, p. 46.
xxvii） Cirni Corso.
xxviii） Idem, pp. iv-v. 文中にあるコスタレッラとは、カンポ広場に入る主要な坂道costarella dei Barbieriを
指すものと考えられる。
xxix） Campbell, 1983, pp. 819-830.
xxx） 太田、250-252頁。
xxxi） Cantagalli, pp. 177-236.
xxxii） Parigino, pp. 97-99. 
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